
■行政手続等に関する押印見直しの全体概要

押印不要 不要率 押印不要となった新たな手続 押印存続 押印存続となっている主な手続とその理由及び方向性

総務部 52 52 100.0% 0 ―

企画部 83 83 100.0% 0 ―

財務部 129 127 98.4% 2
・大分市市税等口座振替依頼書自動払込利用申込書兼廃止届出書
（金融機関が届出印と照合する必要があるため）

市民部 415 401 96.6% 14
・印鑑登録申請書
（印鑑登録制度においては、押印は制度そのものであるため。）

福祉保健部 1,129 1,126 99.7% 3
・災害援護資金借用書
（借用書としての厳格性が求められるため。）

子どもすこやか部 225 224 99.6% 1
・母子（父子・寡婦）福祉資金借用書
（借用書としての厳格性が求められるため。）

環境部 278 278 100.0% 0 ―

商工労働観光部 41 40 97.6% 1

・経済産業省関係産業競争力強化法施行規則（平成26年経済産業省
令第1号）第７条第1項の規定による証明に関する申請書
（申請書の添付書類として同意書が含まれており、文書作成の真意確
認、文書内容の真正性の担保が不可欠であるため。）

農林水産部 144 143 99.3% 1
・大分市農業集落排水処理施設使用料口座振替依頼書
（金融機関へ提出する通帳の届出印が必須のため）

土木建築部 163 153 93.9% 〇道路法に基づく手続（計1件）道路工事施行承認申請書 10
・土地境界確認申請書
（申請者及び市行政財産の確定に係る事務であるため、文書作成の
真意確認、文書内容の真正性の担保が不可欠である。）

都市計画部 437 419 95.9% 18

・建築協定認可申請書
（同意者の財産である住宅の建築制限に係る事務であるため、本人の
意思確認は不可欠である。また、同意者が多数であること、同意者と
申請者が異なるという性質上、代替手段は困難であるため。）

教育部 201 195 97.0%

〇大分市奨学資金に関する条例施行規則
に基づく手続（計5件）
・大分市奨学生願書（貸与用）
・誓約書
・奨学資金返還猶予・免除願
・大分市緊急採用奨学生願書
・緊急採用奨学資金返還猶予・免除願

6
・奨学資金借用証書
（契約書に類するため）

上下水道部 195 190 97.4% 5
・大分市市税等口座振替依頼書自動払込利用申込書兼廃止届書
（金融機関が届出印と照合する必要があるため）

消防局 165 159 96.4%

〇大分市火災予防査察及び違反処理に関
する規程に基づく手続（計2件）
・改修結果（計画）報告書
・改修（計画）報告書

〇大分市防火対象物の消防用設備等の公
表に関する規程に基づく手続（計1件）
・受領書

〇大分市火災調査規程に基づく手続（計2
件）
・資料提出書/返却資料受領書
・質問調書

6
・消防団員等福祉共済共済金支払請求書
（日本消防協会の意向が示されていないため）

議会事務局 0 0 - ― 0 ―

会計課 0 0 - ― 0 ―

監査事務局 0 0 - ― 0 ―

選挙管理委員会 89 83 93.3% 6
・選挙人名簿抄本閲覧申出書（登録の確認）
（国の法令等に規定されているため）

農業委員会 47 47 100.0% 0 ―

総計 3,793 3,720 98.1% 73

〇市民、事業者等が提出する申請、届出手続等、合計3,793手続のうち、3,720手続（約98.1％）を押印が無くても受け付けています。（令和7年1月1日時
点）
　　－　各種補助申請手続についても同様に押印が無くても受け付けています。（以下の一覧に含まれていません）
　　－　見積・納品・請求書についても同様に押印が無くても受け付けています。（以下の一覧に含まれていません）
〇押印が引き続き必要となる手続は、「契約書」や厳格な本人確認（印鑑証明を添付するなど）が必要な手続等となります。

部局 様式件数


